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とした BCS 超伝導以外の、強相関電子系を舞台とした異方的超伝導に注目が集まっている。特に Ce 系反強磁性圧力
誘起超伝導体において、異方的超伝導が反強磁性磁気臨界点(量子臨界点 [QCP] )近傍において観測されており、
これらの超伝導が磁気臨界現象によって誘起されているということが示唆されている。
今回我々は、 Ce 系の中でも最近発見された Celn3 (R=2.5 GPa, Tc""'200 mK) 及び CeRhln5 (R::= 1.6 GPa、









1. 核磁気緩和率( 11) の温度依存性より、1.2 GPa 以上で銅酸化物高温超伝導体で見られる擬ギャップと同様な振
る舞いを観測した。これは CeRhln5 が他の強相関電子系と普遍的性質を持つ可能'性を示唆する。
2. 1.6 GPa において、反強磁性と超伝導の単相での微視的共存を 11 の温度依存性より確認した。








とした BCS 超伝導以外の、強相関電子系を舞台とした異方的超伝導と磁性との関係に注目が集まっている。特に Ce
系反強磁性体の圧力誘起超伝導体において、異方的超伝導が反強磁性磁気臨界点(量子臨界点)近傍において観測さ
れており、これらの超伝導が磁気臨界領域で誘起されていることが示唆されている。) 11崎君は、最近発見された Celn3








1.核スピン格子緩和率 (11) の温度依存性より、1.2 GPa 以上で銅酸化物高温超伝導体で見られる擬ギャップと同
様な振る舞いを観測し、 CeRhln5 の超伝導発現機構が他の強相関電子系と普遍的性質を持つことを示唆した。
2. 1.6 GPa において、反強磁性と超伝導の単一相での微視的に共存することを世界に先駆けて発見した。
3. Celn3 と異なり磁気臨界点が存在することを示唆した。
両物質において圧力誘起反強磁性一超伝導転移が一次転移起こる場合 (Celn3) と 2 次転移 (CeRhln5) で起こる
場合の相図を完成させ、これまでに例を見ない磁性と共存して超伝導が発現する異なる舞台を世界に先駆けて発見し
た。これらの研究は、世界的にも初めての成果であり、博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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